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令和２年第３回定例会　議案の概要

第３回定例会
（会期：令和２年９月２日～９月24日）

議決した案件
●条例案…９件　●予算案…５件　●承認案…１件　●諮問…３件
●同意案…２件　●その他…35件　●委員会提出議案…２件

（●全会一致可決…57件）

Pick Up

河
内
地
区

災
害
復
旧
工
事
の
契
約
を
承
認

　

議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
と
し
て
専
決
処
分
し
た
河
内
地
区
の
土

木
施
設
・
林
業
用
施
設
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
、
承
認
し
ま
し
た
。

○
被
災
状
況
（
宇
山
地
区
）

○
工
事
名

　

  

令
和
2
年
度
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業
・
林
業
用
施
設
災
害
復
旧
事

業
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

河
内
地
区
災
害
復
旧
工
事
（
2

－
2
）

○
専
決
処
分
の
日

　

令
和
2
年
8
月
3
日

○
専
決
処
分
の
理
由

　

  

議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が

な
い
と
認
め
た
た
め

○
契
約
金
額

　

  

4
億
7
，
8
8
5
万
7
，
5
0
0

円

○
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
東
豊
建
設

○
工
期

　

  

専
決
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
令
和

4
年
3
月
31
日

○
工
事
内
容

　

・
道
路
11
箇
所

　

・
河
川
1
箇
所

　

・
林
業
用
道
路
2
箇
所

　

・
農
地
44
箇
所

　

・
農
業
用
道
路
5
箇
所

　

・
水
路
27
箇
所

　

・
頭
首
工
2
箇
所

　

・
た
め
池
1
箇
所

土砂が流れ込んだ農地土砂が流れ込んだ道路と側溝
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Select.2

Select.1
〈
議
案
第
186
号
〉

住
宅
団
地
内
の
道
路
を
市
道
と
し
て

認
定
し
ま
し
た

〈
議
案
第
187
号
〉

市
立
図
書
館
の
指
定
管
理
者
を

指
定
し
ま
し
た

　

一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
た
め
、
住
宅
団
地
内
の
3
路
線
を
市
道
と
し
て
認
定

し
ま
し
た
。

　

市
立
図
書
館
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
議
決
し
ま
し
た
。

◎
認
定
し
た
路
線

　

・
寺
家
南
66
号
線

　

・
大
沢
46
号
線

　

・
城
ケ
原
2
号
線

◎
指
定
の
内
容

　

○ 

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ

る
公
の
施
設
の
名
称

　
　

・
市
立
中
央
図
書
館

　
　

・ 

市
立
サ
ン
ス
ク
エ
ア
児
童
青

少
年
図
書
館

　
　

・
市
立
黒
瀬
図
書
館

　
　

・
市
立
福
富
図
書
館

　
　

・
市
立
豊
栄
図
書
館

　
　

・
市
立
河
内
こ
ど
も
図
書
館

　
　

・
市
立
安
芸
津
図
書
館

　

○
指
定
管
理
者
の
名
称

　
　

Ｔ
Ｒ
Ｃ
・
シ
ナ
ジ
ー
グ
ル
ー
プ

　
　

代
表
者

　
　

株
式
会
社
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー

　
　

構
成
員

　
　

株
式
会
社
シ
ナ
ジ
ー

　

○
指
定
期
間

　
　

令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら

　
　

令
和
8
年
3
月
31
日
ま
で

◎
文
教
厚
生
委
員
会
で
の
質
疑

　

Ｑ 　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
指
定
管
理
者

へ
の
収
入
支
援
は
行
う
の
か
。

　

Ａ 　

人
件
費
、
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど

を
積
算
し
て
公
募
し
て
お
り
、

特
段
、
収
入
支
援
と
し
て
の
措

置
は
な
い
。

大
沢
46
号
線
（
西
条
町
）

寺
家
南
66
号
線
（
西
条
町
）

城
ケ
原
２
号
線
（
黒
瀬
町
）
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
188
号
〉

小
中
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
施
設

整
備
の
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た

　

東
広
島
市
立
小
中
学
校
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
施
設
整
備
業
務
の
委
託
契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
194
号
〉

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の

要
件
の
特
例
を
定
め
ま
す

　

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ご
と
に
置
く
管
理
者
の
要
件
の
特
例
を

定
め
ま
す
。

◎
契
約
の
内
容

　

○
業
務
の
内
容

　
　

  

小
学
校
及
び
中
学
校
に
お
け
る

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に

係
る
調
査
及
び
設
計
、
ロ
ー
カ

ル
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
配

線
工
事
、
充
電
保
管
庫
及
び
通

信
機
器
の
設
置

　

○
契
約
金
額

　
　

4
億
3
，
4
5
0
万
円

　

○
契
約
の
相
手
方

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ン
シ
ス
テ
ム
ズ

　
　

株
式
会
社

◎
条
例
の
内
容

　

○
改
正
の
内
容

　
　

・ 

令
和
3
年
4
月
1
日
以
降
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
管

理
者
は
主
任
介
護
支
援
専
門

員
で
あ
る
こ
と
と
し
ま
す
が
、

主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
確

保
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
こ

と
、
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
介

護
支
援
専
門
員
で
あ
る
者
を

管
理
者
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　

・ 
令
和
3
年
3
月
31
日
に
お
い

て
介
護
支
援
専
門
員
が
管
理

者
で
あ
る
場
合
に
は
、
引
き

続
き
、
令
和
9
年
3
月
31
日

　

○
履
行
期
間

　
　

令
和
2
年
10
月
1
日
か
ら

　
　

令
和
3
年
3
月
12
日
ま
で

◎
文
教
厚
生
委
員
会
で
の
質
疑

　

Ｑ 　

こ
の
契
約
に
よ
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
に
着
手
し
て
い
く
と

い
う
考
え
で
よ
い
か
。

　

Ａ 　

1
人
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
整

備
に
当
た
り
、
国
が
示
し
て
い

る
基
準
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
に
す
る

た
め
の
工
事
な
ど
に
よ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
等
に
も
対
応
し

て
い
く
。

ま
で
当
該
介
護
支
援
専
門
員

で
あ
る
者
を
管
理
者
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
特
例
を
設
け

ま
す
。

　

○
改
正
の
理
由

　
　

  

令
和
2
年
6
月
5
日
の
省
令

（
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
）
の
一
部
改
正
な
ど
に
よ

り
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
ご
と
に
置
く
管
理
者
の
要
件

の
特
例
を
定
め
ま
し
た
。

　

○
施
行
期
日

　
　

令
和
3
年
4
月
1
日
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Select.6

○
予
防
接
種
助
成
の
対
象

　

・
妊
婦

　

・
生
後
6
か
月
以
上
の
乳
幼
児

　

・
小
学
校
第
2
学
年
ま
で
の

　
　

全
児
童

　

・
多
子
世
帯
・
ひ
と
り
親
世
帯
の

　
　

小
学
生

○
助
成
額

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

1
回
に
つ
き
2
，
0
0
0
円

　
　

妊
婦　
　
　
　
　

1
回
分

　
　

乳
幼
児
・
児
童　

2
回
分

○
助
成
方
法

　

  

市
が
送
付
し
た
助
成
券
と
予
診
票

Select.5
〈
議
案
第
206
号
〉

令
和
2
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を

可
決
し
ま
し
た

　

こ
の
冬
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同

時
流
行
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
促
す
た
め
、

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て
、
一
般
会
計
の
総
額
に
5
，
2
0

0
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
，
1
5
1
億
709

万
5
千
円
と
す
る
補
正
予
算
案
（
第
7
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

〈
委
員
会
提
出
議
案
第
6
号
〉

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書

　

地
方
自
治
体
が
計
画
的
に
教
育
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
教
職

員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書
を
国
会
及

び
政
府
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

令和２年第３回定例会　議案の概要

を
医
療
機
関
に
提
出
し
、
接
種
料

金
と
助
成
額
の
差
額
を
支
払
う
。

○
接
種
期
間

　

令
和
2
年
10
月
〜
令
和
3
年
1
月

意見書の要旨

　令和元年12月の改正教職員給与特別措置法（給特法）の成立を
受け、文部科学省は、同法第７条に基づき定めた指針を都道府県
教育委員会等に通知した。その後、広島県においては、関係条例、
教育委員会規則が改正され、県立学校の教育職員の在校等時間の
上限等に関する方針が策定されたが、法で規定された勤務時間の
上限を遵守するためには、長時間労働を解消するための実効ある
具体策として、教職員定数改善や業務削減が伴わなければ働き方
改革につながらない。
　義務教育費国庫負担制度については、「三位一体改革」の中で国
庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられたが、子どもた
ちが全国のどこに住んでいても、一定水準の教育を受けられるこ
とが憲法上の要請である。
　よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十
分に認識され、地方自治体が計画的に教育行政を進めることがで
きるように、次の措置を講じられるよう強く要望する。

１　  教育環境改善のために、計画的な教職員定数改善を推進する
こと。

２　  教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国
庫負担制度の負担割合を２分の１に復元すること。

○送付先
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣
　財務大臣、文部科学大臣
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委
員
会
審
査
概
要

総
務
委
員
会

● 

議
案
第
156
号
（
財
産
の
取
得
に
つ

い
て
（
高
規
格
救
急
自
動
車
））

　
　
　
　

入
札
状
況
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

　
　
　
　

入
札
率
は
92
・
3
％
、
応

札
業
者
は
2
者
で
あ
っ
た
。

QＡ

● 

議
案
第
190
号
（
公
益
的
法
人
等
へ

の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

　
　
　
　

何
名
の
職
員
を
派
遣
す
る

予
定
か
。
ま
た
、
デ
ィ
ス
カ

バ
ー
東
広
島
全
体
の
職
員
体
制
は
ど

う
な
る
予
定
か
。

　
　
　
　

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
東
広
島
は
、

地
域
、
大
学
、
民
間
及
び
行

政
と
一
体
と
な
っ
て
、
本
市
の
地
域

資
源
が
持
つ
魅
力
を
発
信
し
、
新
た

な
生
活
価
値
の
創
造
に
向
け
、
観
光

に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
戦
略
的
に
展

開
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
世
代
の
交

流
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
し
た
。

市
か
ら
派
遣
を
予
定
し
て
い
る
職
員

数
は
2
名
で
あ
り
、
法
人
の
職
員
体

制
に
つ
い
て
は
、
10
月
か
ら
は
4
名
、

来
年
度
4
月
以
降
は
7
名
の
体
制
で

運
営
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

QＡ

文
教
厚
生
委
員
会

● 

議
案
第
188
号
（
東
広
島
市
立
小
中

学
校
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
施

設
整
備
業
務
の
委
託
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
）

　
　
　
　

急
速
に
生
徒
数
が
増
加
し

て
い
る
状
況
の
学
校
が
あ
る

が
、
2
、
3
年
後
に
再
び
工
事
自
体

を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
か
。

　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
回
線

に
加
え
て
、
各
小
学
校
の
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
、
ア
ン
テ
ナ
、
周

辺
機
器
を
整
備
し
、
1
万
7
，
0
0

0
台
が
十
分
に
使
え
る
装
備
を
予
定

し
た
業
務
を
委
託
す
る
た
め
、
画
期

的
な
技
術
革
新
が
な
い
限
り
、
数
年

間
は
こ
の
機
材
で
対
応
で
き
る
と
認

識
し
て
い
る
。

QＡ

● 

議
案
第　

号
（
令
和
2
年
度
東
広

島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
6

号
）
文
教
厚
生
委
員
会
関
係
分
）

　
　
　
　

援
護
事
務
は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
、

ま
た
こ
の
予
算
の
増
加
の
原
因
は
何
か
。

　
　
　
　

援
護
事
務
は
、
引
受
人
の

い
な
い
遺
体
の
埋
火
葬
を
行

う
事
務
で
あ
り
、引
受
人
の
な
い
遺
体

の
発
見
件
数
の
増
加
が
一
因
で
あ
る
。

　
　
　
　

修
学
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル

費
用
は
保
護
者
負
担
が
あ
る

の
か
。

　
　
　
　

全
額
市
が
負
担
す
る
た
め
、

保
護
者
の
負
担
は
な
い
。

198

QＡQＡ

高規格救急自動車
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市
民
経
済
委
員
会

● 
議
案
第
157
号
〜
163
号
（
地
域
集
会

所
の
地
元
譲
渡
）

　
　
　
　

建
物
・
土
地
の
使
用
目
的

を
終
了
し
た
際
に
は
土
地
は

市
に
返
却
さ
れ
る
が
、
譲
渡
し
て
い

る
建
物
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
の

か
。

　
　
　
　

建
物
は
地
元
で
解
体
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
が
、

解
体
費
用
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
を

市
か
ら
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

建
物
を
譲
渡
す
る
に
あ
た

り
、
譲
渡
す
る
条
件
に
一
貫

性
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

市
が
所
有
し
管
理
し
て
い

る
集
会
所
を
譲
渡
す
る
も
の

で
、
地
区
に
よ
っ
て
条
件
を
変
え
て

は
い
な
い
。

QＡQＡ

　

享
年
61
歳

　

大
谷
忠
幸
議
員
が
去
る
8
月
3
日

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
平
成
23
年
4
月
か
ら
平
成

25
年
12
月
ま
で
、
平
成
27
年
か
ら
逝

去
さ
れ
る
ま
で
、
東
広
島
市
議
会
議

員
と
し
て
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
総
務
常
任
委
員
、
文
教

厚
生
常
任
委
員
、
市
民
経
済
常
任
委

員
、
広
報
広
聴
委
員
会
副
委
員
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
本
市
の
発
展
に
多

大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。

大
谷
忠
幸
議
員
ご
逝
去

議
会
報
告
会
の
中
止
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
鑑

み
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
実
施
す

る
議
会
報
告
会
の
中
止
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
は
二
部
構
成
と
し
て

お
り
、
第
一
部
で
議
会
側
か
ら
の
報

告
を
行
い
、
第
二
部
で
は
参
加
者
の

方
々
と
議
員
が
数
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
意
見
交
換
を
行
う
も
の
で
す
。

　

一
日
も
早
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
終
息
し
、
議
会
報
告

会
が
開
催
で
き
る
よ
う
、
本
市
議
会

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

建
設
委
員
会

● 

議
案
第
198
号
（
令
和
2
年
度
東
広

島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
6

号
）
建
設
委
員
会
関
係
分
）

　
　
　

 

※
繰
越
明
許
費
の
う
ち
、
住

宅
費
の
内
容
は
何
か
。

　
　
　
　

所
得
税
法
の
改
正
に
伴
い

家
賃
の
算
定
方
法
が
変
わ
っ

た
こ
と
に
よ
る
住
宅
シ
ス
テ
ム
の
改

修
費
で
あ
る
。

QＡ

昨年度に実施した市民経済委員会の
議会報告会の様子

※繰越明許費　　  歳出予算の経費のうち、その性質上又は予算成立後の事由に基づき、年度内にその支出を終わら
ない見込みのあるものについて、予算の定めるところにより、翌年度に繰り越して使用する経費
のこと。


